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これ迄，完全約束解 full commitment solutionと約束のない現物契約締結
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ついては Freixas, Guesnerie, and Tirole (1985)，Laffont and Tirole (1988) によ
り，再交渉を伴う長期契約締結の場合と再交渉耐性原理については
Dewatripont (1989) により，両者を同時に検討する場合については Hart and
Tirole (1988)，Laffont and Tirole (1990) により詳細に分析されてきた。その
後の発展については，信号発信ゲームにおける再交渉の分析については
Beaudry and Poiyevin (1993) を，再交渉を伴う期間契約の点列を通じて
長期的約束を達成する可能性については Rey and Salanie (1996) を，均衡
を一括することにより，（正直に話すことが 1未満の確率でしか生じない）不完
全約束の場合への顕示原理の一般化については Bester and Strausz (2001) を，
不完全約束と費用の掛かる再交渉の分析については Bajari and Tadelis
(2001) を見よ。
Laffont and Tirole (1993) は，規制の設定が大きく影響するいくつかの応
用に注目している。第に，Coaseの動学モデルにおいて，歯止め効果を
回避するための賃貸借契約に優越する販売契約の効率性 (Hart and Tirole
(1988))。この結果は，賃貸借があらゆる約束問題を回避する方法であると
する買い手匿名性の下で得られる結果と対照的である（この形の耐久独占問
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